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成田シヱさん（薄市下）が、９月29日㈫入所しているきりん
館で100歳の誕生日を迎え、小野町長から顕彰状と祝い

金などが手渡されました。
　町長からは「私が小さいときお世話になったことを思い出し
ました。これからも元気で長生きしてください」と声をかける
と、木村さんは「たくさんの人が来てくれたのが嬉しい」と話し
ました。
　成田さんは、大正４年に旧内潟村に生まれ、昭和８年に成田
三次さんに嫁ぎました。結婚後は農業に従事していたそうです。
趣味は園芸で花作りを楽しんでいたそうです。きりん館入所後
は他の入所者とテレビでの相撲観戦を欠かさないそうです。
　誕生日のこの日は、かけつけた家族５人と入所者や関係者約
30人がお祝いし、セレモニーでは自分の似顔絵が描かれたケ
ーキのローソクを吹き消す元気ぶりでした。

今榮之進さんが100歳

五所川原市市浦にある特別養護老人ホーム「すわんの里」
で10月４日㈰、今榮之進さんの100歳を祝う顕彰が行われ、

家族５人と入所者や関係者約30人がお祝いしました。
　今さんは、旧小泊村生まれで、若い頃は漁師をしていたそうです。町長から顕彰状と祝い金を手渡された今さ
んはしっかり受け取っていました。
　町長が「現在生きておられる100歳以上の男性は今さんを含めて２人しかいないので、これからも健康に気を
つけて長生きしてください」と話すと今さんはゆっくりとうなずいていました。

MOA美術館中泊児童作品展が10月17日㈯、18日
㈰中央公民館で行われました。今回は絵画223

点、書写166点の作品がよせられ、展示場では、保護
者や祖父母らが、子どもたちの力作を鑑賞していま
した。各賞は次のとおり。

（※  は絵画の部、 は書写の部、数字は学年）
■MOA美術館奨励賞…  佐藤大翔（小泊小２）／  
山田華蓮（小泊小５）　■東奥日報社賞…  坂田光盛

（中里小１）／  古川郁子（中里小３）　■中泊町長賞
…  長利柚音（武田小３）／  古川萌子（中里小５）　
■中泊町議会議長賞…  野上和（中里小４）／  書川
島心（武田小６）　■中泊町教育長賞…  工藤優亜

（薄市小３）／  山田晃雅（小泊小６）　■中泊町連合PTA会長賞…  平山幸音（薄市小２）／  葛西姫由（武田小
４）　■保護司会中泊分会会長賞…  角田藍花（小泊小１）／  小野菜美（中里小３）　■中泊町更生保護女性会
会長賞…  田中煌士（武田小１）／  青山心音（小泊小６）　■中里町自然農法研究会会長賞…  藪田早紀（小泊
小２）／  三和藍里（小泊小３）　■金賞…  奈良佳煌（武田小２）、藤本沙希（中里小６）／  鍋田亜衣海（小泊小
４）、中畑遥菜（中里小６）　■銀賞…  長利真幸（武田小２）、山田航希（小泊小５）　／  菅原美優（武田小６）、
久保田美空（小泊小６）　■銅賞…  佐藤夕希也（小泊小２）、野上斗愛（薄市小４）／  菊池柚葉（中里小５）、新
岡栞（武田小５）　■佳作…  野藤柊吾（中里小１）、葛西雛妃（中里小４）、杉山凛音（武田小４）／  塚本帆夏（武
田小１）、太田颯真（小泊小３）、今萌七（小泊小５）

家族とともに百寿元気に祝う
成田シヱさん100歳を迎える

受賞者たちが集う
MOA美術館中泊児童作品展
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中泊町分区小泊赤十字奉仕団（秋元委員長）、下前地
区自主防災会、小泊中学校１年生が、９月30日㈬

小泊中学校体育館で合同の炊き出し訓練を行いました。
　この日は日赤青森支部から講師を招き、非常災害食と
してハイゼックスという米１合用の袋に米と水を入れ、
大きな釜でごはんを炊きあげる作業を学びました。
　生徒たちは、講師や奉仕団の指導のもと袋詰めをして
最後はゴム留めを施す作業を体験し、できあがった袋を
大きな釜に入れました。炊きあがるまでは、赤十字の歴
史などを学びました。
　ご飯が炊きあがると、小泊婦人部が作った豚汁と一緒に試食しました。おかわりする生徒も多く、美味しくで
きあがったようでした。
　訓練を体験した生徒たちは「ゴム留めする作業が大変だった。つくったご飯は美味しかった。ここで学んだこ
とを災害時に役立てたい」と感想を話しました。
　試食後は、救急法の講習となり、専用の人形を使ったAEDの使用法や三角巾を使った応急処置を学びました。
担当した講師は「AEDはもうどこにでもあるものなので、しっかりと使用法を覚え、いざというときに使える
ようになってほしい」と話していました。

中里小学校５年生が10月１日㈭、田植えを行った小
野大海さん（八幡）の田んぼで稲刈り体験を行いま

した。
　鎌の使い方の説明を受けた後、四方から一斉に刈り始
めました。子どもたちはすぐに慣れたようで、小野さん
も驚くほどの早さで刈り終わりました。刈り取った稲は、
精米後、子どもたちへ渡されるそうです。
　体験した子どもたちは「さくさく切れて楽しかった。
もっと稲刈りしたい。自分で刈り取ったお米を食べるの
が楽しみです」と楽しそうに話していました。

県子ども家庭支援センター主催の手作りおもちゃ教
室が10月10日㈯、総合文化センターパルナスで行

われ、町内外の７家族20人が参加しました。
　講師は、ＮＰＯ法人日本グッド・トイ委員会の理事で、
保育士らを対象におもちゃ作りの指導をしている多田純
也さん。参加者らは紙コップとストローを使った笛や紙
皿を使った風車のおもちゃを様々な工夫をしながら製作
しました。
　参加した子どもたちは「簡単に作れたけど、切り方が
違うだけで音が違っておもしろかった。家でも作ってみ
たい」と笑顔で話していました。

いざという時に備えて
合同炊き出し訓練

自分たちで植えた稲を収穫
中里小５年生が稲刈り体験

自分で作る楽しさ
手作りおもちゃ教室
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総合的な学習の一環として、中里中学校が９月29日
㈫と30日㈬町内企業などで職場体験を行いました。

　この体験は、自らの将来を展望して、夢や希望を育む
こと、正しい勤労観と職業観を身につけること、社会人
として必要なことを身につけることを目的に毎年実施し
ています。

料理を経験したことのない団塊世代の男性を中心に、
単身生活になった際、慌てることのないよう「生き

ていくための20品目」をテーマにした男性のための料理
教室が９月30日㈬、中央公民館で行われました。当日は
約20人の男性が参加しました。
　始めに男性の食生活の現状と改善点の説明を受けた参加
者らは、食生活改善推進員の指導のもと、カレーライス、
キュウリとわかめの酢の物、みそ汁を作りました。
　その後、できた料理をみんなで試食しました。参加した
人は「初めて作ってみたが大変だった。少ししょっぱくなってしまったので家で作るときには気をつけたい」と
笑顔で話していました。

津軽半島北部地域観光推進実行委員会（会長・藤岡政
昭青森県西北五地域県民局長）が、北海道新幹線の

開業、奥津軽いまべつ駅などを広くＰＲしようと津軽半
島大集合2015を開催しました。
　イベントは10月10日㈯、11日㈰に開催され、津軽半
島10市町村が参加し、ふるまいや出店コーナーでご当地
グルメを、ステージでは郷土芸能を披露し、それぞれ津
軽半島をＰＲしました。

　当町からは初日に開会式で中里こども園による鼓笛演奏が披露され会場には拍手の音が響きました。２日目は、
下前婦人会が「イカめし」の振る舞いと中里横笛愛好会による演奏を披露し、盛り上げました。

社会人を経験
中学校３年生が職場体験

食生活改善へ向けて
男性のための料理教室

振る舞いと芸能披露
津軽半島大集合2015
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読書の普及啓発と図書館の利用促進を図ろうと、10月17日
㈯総合文化センターパルナスで「奥つがるおはなし食

堂 観て、聴いて、心に栄養。」が開催され、親子や高齢者な
ど約100人が来場しました。パルナス各所に設けられたお店を
めぐりながらお話を聞くという趣向で、来場者たちは思い思
いのお店に入り愉快な話や怖い話、不思議な話など次々と繰
り出される物語の世界に夢中になっていました。
　また、ホールではプロジェクターや音楽を使った読み聞かせが行われ、普段とは一味違った雰囲気で絵本の世
界を楽しみました。来場者らは「読み方が上手で聴き入ってしまった。プロジェクターを使った読み聞かせが映
画を見ているようで素敵だった」と話していました。

中里小５年生38人が、10月19日㈪小泊地域でふるさと学習
を行いました。はじめに小泊漁協施設で水揚げされたブ

リやフグ、サザエなどを見学し説明を受けました。子どもたち
は大きなフグに興味津々で、体を触るとぬるぬるしているなど
いろいろな発見をしていました。
　次に、水産観光課職員から小泊地域で水揚げされる魚の種類、
漁法などを学びました。最後に小泊神明宮前で磯焼け対策とし
て有機微生物入りの泥団子600個の投入を体験しました。子どもたちは「魚を獲るだけでなく、海を守ったり育
てることもしていて大変だと思った。色々な体験ができて勉強になった」と話していました。

青森県生涯学習フェア2015が、10月３日㈯に県総合社会
教育センターで行われ、静和園や内潟療護園などで福

祉ボランティアを続けているめんだりカッチャの会（会長：
葛西美奈子）のメンバー36人と子どもカレッジ１人（武田小）
が認定されました。その後、青森県クイズ大会が行われ、全
員で参加し楽しみました。

町民グラウンドゴルフ大会が、９月27日㈰道の駅こどまり「ポン
トマリ」で開催されました。大会には、29人のグラウンドゴル

ファーたちが参加。景色を楽しみながら優勝を目指してプレーしまし
た。この日は、天気に恵まれ、コンディションもよく参加者たちは「気
持ちよくプレーできた。次回は上位に入りたい」と振り返っていました。
■大会結果
　男子の部…１位 熊谷明彦、２位 岩田　実、３位 古川愼造
　女子の部…１位 松橋貞子、２位 米塚キシ、３位 古川キサ
　ホールインワン賞…江良照美、古川キサ

素敵な話に心いっぱい
ブックフェア開催

小泊の漁業を学ぶ
中里小５年生がふるさと学習

今年もボランティアで県民カレッジ認定
青森県生涯学習フェア2015

景色を楽しみながらナイスショット
町民グラウンドゴルフ大会
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